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第87図 SA-34 遺構実測図 アミロは硬化面

SA-32(第 80図 )

31・ 33号住居の中間に位置し、東西2。 24～ 2.86m・ 南北2.3～2.4mの隅円方形を呈する。覆土は

8～ 10cm程の厚さで、土層的に10cm程の削失と推定される。主柱穴と炉は確認されないが、6～ 8 cm

の只占り床がある。覆土から、土師器片 8点が出上したが、 1点のみ (808)図化できた。

SA-33(第 81図 )

北西～西側を近現代の上坑 (SK-442)に切られているが、東西4.2～ 4。 3m南北3.6～ 3.8mの 隅

円長方形を呈する。覆土は22～ 24cm遺存するが、土層的には10cm程の削失が推定される。貼り床は、

4～ 22cmの厚さが施される。主柱穴は2本で、直径19～ 29cm。 深さ32・ 42cmを測る。明確な炉は無

い。

覆土から、土師器片198点が、 2層から10点が出土している。 4世紀後半～ 5世紀前半か。

SA-34(第 87図 )

Ⅸ区の北東部に位置した、東西4.75～ 4.83m、 南北4.0～4.6mの長方形住居で、北西隅と北東隅
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H=254.80M

1:暗灰tSJ色土
2:1+Ⅳ層塊～粗細粒 ァ:淡黒灰色土(混Ⅳ層粗粒十焼土)工 :2と 同じ キ :淡黒灰色土

オ:淡黒灰色～暗灰褐色土(混炭粒)ク :暗灰褐色土(混焼土粒)
力:暗灰褐色土(混焼土粒)

第88図 SA-35 遺構実測図

は丸くなる。北辺は胴張りで、東～南の壁溝は判然としない。覆土は 8～ 14cm遺存し、土層的には

10cm程の削失が推定される。主柱穴は2本で、直径31～ 35cm。 深さ31cmと 61伽 を測る。東の柱穴は、

撹乱坑の底面における変色硬化面と若干の凹凸によって位置が明瞭であった。中央には、甕の口縁

部を打ち欠いた (328)土器埋設炉があり、北接 。南接する前段階の掘り込み炉も検出された。南

北断面から想定すると、南の掘り込み炉→貼 り床・北の掘り込み炉→土器埋設炉という構築変遷が

看取される。

覆土から、土師器片185点、須恵器 1点、鉄器 2点 (刀子ほか)の ほか、土器片加工双孔円盤、

砥石片、台石が出土、 2層から土師器片 2点が出土している。 6世紀前半か。

SA-35(第 88図 )

34号住居の北東に隣接する、長さ5。 93～ 6.04m。 幅4.22～ 4.42mの長方形を呈し、南壁中央部の

壁溝が途切れることから、出入口の可能性がある。覆土は4～ 8 cmしか遺存していないが、削失も

10cm程度と推定され、構築当初から浅い住居であったようだ。中央には、長さ92cm。 幅52～ 73cm。

深さ12～ 17cmの不整形な掘り込み炉があり、その北側にも長径49cm・ 短径37cm。 深さ16cmの楕円形
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掘 り込み炉がある。

新旧は不明である。

主柱穴は不明瞭であ

る。覆土から、免田

式上器 (842)の ほか、

土師器片29点、須恵

器片 1点等が出土し

ている。 6世紀後半

か。

SA-36(第 89図 )

Ⅸ区北縁中央部に

位置し、近現代の76

号溝に北半分を撹乱

された、 1辺 2.8～

3.lm程 の隅円方形

を呈する。北東隅に

は、幅 lm前後・奥

行 き0.6m前 後の出
第89図  SA-36 遺構実測図
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入口的な半円形の張り出しがある。覆

土は30cm遺存し、土層的には10cm程の

削失が推定される。貼り床は、凹凸が

無くなる程度に数cm施されている。主

柱穴は検出されず、中央には、列点文

のある甕の口縁部と底部を打ち欠いた
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(853)土器埋設炉が

ある。覆土から、土師

器片122点 が、 2層か

ら17点が出土したが、

図化できたのは少ない。

5世紀前半か。

SA-37(第 90図 )

Ⅸ区北西部で検出し

た、土器埋設炉である。

付近は造成による削失

が著しく、炉底1lcmと 、

埋設炉転用甕の底部が

遺存 していた。土器外

縁～下部において、少

量の焼土と隅粒を確認

し、西南部の調査区壁

内Ⅱ層から土師器片10

数点も採取しているこ

H=253.80M

第92図  SA-39 遺構実測図

とから、竪穴住居であった可能性が高いと判断している。 6世紀後半か。

SA-38(第 91図 )

Ⅶ区の南東部に位置し、長さ3.35～ 3.52m。 幅3.0～ 3。 3mの隅円方形を呈する。南辺には壁溝が

無くその中央には幅45cm・ 奥行き34cmの突出部があり、底面に貼 り床が認められたため出入口と推

定できる。覆土は20cm程の厚さで、土層的には20～ 30cm程の削失が推定される。主柱穴は不明であ

り、中央には焼土と炭片混じりの掘り込み炉を検出した。只占り床は、 1～ 8 cm施 されている。

覆土から、土師器片33点のほか、鉄鏃片 (864)と 砥石が出土している。 5世紀代か。

SA-39(第 92図 )

38号住居の3。 lm南に位置した、南北3.2～ 3.58m・ 東西3.18～ 3.45mの、西辺が短い隅円方形を

呈する。南の隅は、"天地返し"に よる撹乱で削平されている。覆土は24～ 38cm遺存し、土層的には

20cm程の削失が推定される。北隅は、底面よりも6～ 7 cm高い掘り残しがある。貼り床は北側に僅

かにみられ、中央には、壼か鉢型土器の上半を打ち欠いた (867)土器埋設炉が設置され、西辺中

央付近には、直径60cm・ 深さ16cmの上坑がある。

覆土から、土師器片113点などが出土しているが、小片が多い。丹塗り上師器の皿型土器 (870)

の内面には、雑ながら十文字状の意図的な丹塗りがある。 5世紀後半か。
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が遺存するが、土層的には20cm程の削

失が推定される。只占り床は東部のみに

施され、炉の南西部には淡責色微砂を

貼り付けた硬化面があった。主柱穴は

不明であるが、中央やや南西寄りに深

さ53cmの pitがある。焼上が充填 した

掘り込み炉は長径70cm・ 短径60cm・ 深

さ8 cmを測る。南西壁と0。 7m隔てて03

号地下式横穴墓が、北西壁と1.lm隔

てて02号地下式横穴墓があり、位置的

に、当住居の乳幼児が軒先部に埋葬さ

れたと推定される。

覆土から、土師器片310点 のほか鉄

器 3点 (884～886)な どのほか、

ツブラジイを主とする炭化堅果

第95図  SA-42 遺構実測図

Q国 7″ :4
(暮笠撃畔臥目半議ち§最早〔i上

監自lh+I:Z
T身雛YH剥～身YHv:I

類が20点以上出土している。 5

第96図  SA-43 遺構実測図

深さ20cmの小pitが 3個並列し、南西壁溝の肩部にも

係る支柱の痕跡と思われる。

世紀前半か。

SA-41(第 94図 )

X区で検出した、長さ3.34～

3.56m・ 幅3.04～ 3.23mの長方

形を呈する住居で、覆土は厚さ

30cmを測る。南西辺中部～東隅

部には壁溝が無い。主柱穴は、

貼り床後に掘り込まれた直径20

～24cm・ 深さ44cmの 2本であ

るが、その南東側で、直径20～

27cm・ 深さ22・ 7 cmの小pitが

2層下で検出され、構築初期の

2本柱 と思われる。北西壁の

40cm内側には、直径10cm内外、

4個検出された。これらは住居の屋根構築に

覆土から、土師器片112点のほか、直方体河原石が15個程溝壁内に纏まって出上している。 4世

紀代か。

０

　

　

　

　

　

１１
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第97図 SA-44 遺構実測図

SA-42(第 95図 )

Ⅷ区の東中央部に位置した、南東隅が九い 1辺2.4～ 2.5mの方形を呈する住居で、覆土は10～ 12cm

の厚さである。 2層は 5～ 6 cmの厚さで、中央にはその上面から掘 り込む長径36cm・ 短径21cmの

pitがある。撹乱が多くて主柱穴も不明瞭であるが、南壁中央にある直径20～ 24cm・ 深さ15～ 16cm

のpit 2基は、出入口の柱と推定される。

覆土から、土師器片40点が出上したが、図化できたのは 1点 (896)の みである。3～ 4世紀代か。

SAい43(第 96図 )

42号住居の北 5mに位置した、長さ3.9～ 3.97m。 幅3。 45～ 3.7mの長方形を呈する住居である。

覆土は10～ 20cm遺存するが、土層的には40cm程の削失が推定される。 2層は4～ 12clnの厚さがある。

壁溝の無い南東壁の中央部には、長径92cm・ 短径65cm・ 深さ12cmの上坑がある。主柱穴は不明で、

中央部の 2層上面においては、直径33cm・ 深さ8 cmの掘り込み炉を確認した。

覆土から、土師器片 243点のほか、須恵器片 1点、砥石 1点などが出土している。遺物は南西部

ア :1+炭化物少量,右端に焼土
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第100図  SA-38出土遺物実測図 (2),SA-39・ 40出土遺物実測図 (1)
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第104図  SA-44出土遺物実測図 (2)

と東端中央土坑に集中して出土し、後者では908や 911の大型の上器等が出土した。須恵器の甕片

(916)は 、44号住居出土片と接合している。914の内面には黒色の付着物があり (図版-230)、 口

縁部欠損後に何らかの容器として転用されている。917は土器片加工円盤であるが、双子Lの未製品

と思われる。主として 6世紀前半か。

SA-44(第 97図 )

43号住居の 6～ 7m北 に位置した、長さ4.8～ 5.3m・ 幅4.43～ 5.Omの、北東壁が短い長方形を

呈する。覆土は 6～ 12cm遺存していたが、土層的には40～ 50cm程の削失が推定される。主柱穴は、

深さ42cmの 2本柱である。中央には、壷の上半部を打ち欠き、下方に窓を有する (928)土器埋設

炉がある。北東隅には、半径 lm前後・深さ4～ 6 cmの浅い土坑があり、西側中間にも直径80cm前

後・深さ10cm程の上坑があるが、機能は不明である。

覆土から、土師器片94点、須恵器片 1点等が出土したが、小片が多い。925の壼のみは、北壁沿

いに潰れた状態で出土した。 6世紀後半か。

ST-02(第 424図 )

Ⅶ区40号住居の北西壁中央寄 りから1.lm北西に位置し、竪坑の長軸は49号住居の壁面とほぼ直

交する。竪坑は、長さ88cm。 最大幅68側の逆D字型を呈し、深さ48cmを測る。土層的には、20cm程

の削失と推定される。埋土はⅢ・Ⅳ層の混じりで、閉塞材は認められず、羨道～玄室には黒土が充

填していたことから、板閉塞と推定される。羨門は北東部にあり、底面の幅60cm、 天丼の幅79cm、

最大幅83cm、 高さ25cmを測る。長さは14cmで、天丼は下降して高さ19cmに なる。平入り両裾の玄室

は、幅84cm。 奥行き8～20cm程であり、東狽1が歪つな形である。天丼は平らで、高さ20～ 22cm、 奥

壁は垂直である。人骨や副葬品は出土していないが、竪坑内から、月ヽ型壺の小片 (4304)が出土し

ている。主軸方位はN36° Eで、40号住居の主軸とほぼ同じである。
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ST-03(第424図 )

40号住居の南西壁中央寄りから1.65m南西方向へ離れた所に位置している。竪坑は、長さ1,06m・

幅72～ 82cmの隅円長方形を呈し、深さ51cmを測る。土層的には20cm程の削失が推定される。羨門は

北側にあり、底面の幅68cm・ 天丼の幅80cm。 最大幅87cm・ 高さ28～ 32cmを測る。羨道は、長さ22cm

を測る。玄室は平入り両裾の楕円形タイプで、裾部の奥行きは20cm、 規模は幅1.04m・ 奥行き21cm。

高さ13～ 28cmを測る。床面は羨道から緩やかに上昇する。奥壁は垂直で、天丼は平らに近い。玄室

内は黒灰色土が充填しており、人骨や副葬品は出土していないが、玄室流入土から甕の口縁部片

(4305)が出上している。竪坑の上層断面から見ると、閉塞時には 4・ 5層が入り込んで床面的に

なり、骨化するまで閉塞せず、板閉塞の後に残りが埋め戻されたことが想定される。

主軸方位はN15° Wであり、40号住居の軸とは若千ズレる。

ST-04(第424図 )

40号住居の北東15mに位置している。竪坑は、長径 1。 13m・ 短径82cmの楕円形を呈し、深さ58cm

を測る。土層的には、20～ 30cmの削失が推定される。羨門は北側にあり、床面の幅48cm。 天丼の幅

52cm。 最大幅62cm・ 高さ31～ 33cmを測り、アカホヤ塊 6個で開塞している。羨道は、長さ10～ 16cm・

幅38cm。 高さ34cnである。玄室は平入り両裾で、裾部の奥行きは20cm、 規模は幅1.04m・ 奥行 き20

～26cmを測る。西壁奥側は広く、頭位を推定させる。天丼はほぼ平らで、奥壁は垂直である。玄室

内は黒灰色土が充填しており、人骨や副葬品は遺存していないが、竪坑内から丹塗り土師器の壷片

(4309)が出土している。

主軸方位はN26° Wである。

ST-05(第 424図 )

X区41号住居の東 5。 lmに位置している。竪坑は、長さ97cm。 幅59～ 67cmの楕円形を呈し、深 さ44

～47cmを測り、土層的には10～ 20cmの削失が推定される。底面は、羨門に向かって若干下降する。

羨門は北側にあり、底面の幅14cm。 天丼の幅30cm。 高さ36cmを測る。羨門の手前には直径1lcm・ 深

さ 8 cmの小pitがあり、閉塞板の抑え杭か竪坑の目印杭か、用途は不明である。羨道の長さは 6 cm

程で、玄室は平入り両裾の楕円形プランである。裾の奥行きは30cm程、玄室は、幅87cm・ 奥行 き22

cmであり、天丼は羨門から下降し、床面は上昇していき、明瞭な奥壁が造られていない。玄室内は

黒灰色土が充填し、人骨や副葬品は出土していない。頭位も推定できないが、幼児の墓と推定 され

る。

主軸は、ほぼ北向きである。

遺物包含層の調査

Ⅵ区18号住居の南東部 (SX-03)やⅧ区の32号住居～65号溝周辺、旧谷への下降部 (SK-06)

などで、主として 5～ 6世紀代の土師器を包含するⅢ層の調査を実施し、若千の遺物が出上してい

る (第 113～ 115図 )。
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H=25560ヽI

SK-694

ユa:暗茶灰色土
b:aと 同じ
c:a～暗灰掲色土
2:暗灰掲色土 (混Ⅶ層塊少量)

自色混砂

粘質上十淡茶褐色

3:1+Ⅶ 層粒
4:Ⅶ層十淡茶褐色
微細粒

黄橙色
微砂

黄黄色
粘質土

1:暗灰褐色+暗茶褐色土 (混Ⅳ層粗細粒少量)
2a:淡黒灰色十暗灰掲色土 (同上 微量)
b:1と 同じ
3a:Ⅳ層粗細粒+1
b:灰責色土
C:bと 同じ (混Ⅶ層粗細粒少量)
d:3c―卜2d
4:暗灰色上十Ⅳ・Ⅶ層粗細粒 (縞】刃
5:Ⅶ 層塊十淡灰色～灰色土

第105図  SK-660・694 遺構実測図

lrn0

4.古代～中世

遺構 。遺物は少なく、掘立柱建物跡 2棟、土坑 2基のほか、溝状遺構数条および自然流路 1条程

度の検出である。

区区 SB-05(第 451図 )

2間× 2間の、 4m四方の建物跡である。柱穴の規模は、直径26～ 34cm・ 深さ45～ 80cmを測る。

北桁の中間の柱穴は、位置が相当片寄 り極端に浅いことから、別遺構の可能性もある。主軸方位は、

N80° Wである。

SB-06(第 451図 )

35号住居に重複する、梁行 2間 (3.72～ 3.8m)、 桁行 1間 (3.60～ 3.85m)の建物である。柱穴

の規模は、直径25～ 30cm・ 深さ40～52cmを 測る。主軸方位は、 N13° Eである。

SK-660(第 105図 )

Ⅷ区の西端中央付近、99。 100号溝の北に位置する、長径2.32m・ 短径1.97mの亀甲型を呈する

土坑で、深さは24～ 28cmを測る。土層的には、55cm以上の削失が推定される。壁面の殆どがオーバ

ーハングしており、覆土も自然堆積であることから、粘土採掘穴と推定されるが、若干粘性のある

上 しか採掘できていないので、途中放棄 した可能性もある。覆土から丹塗 り上師器 (975)が出土

H=255.80M

粘質微細砂
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しているが、中世末～近世の遺構と推定している。

SK-694(第 105図 )

30号住居の西に位置する、直径1.6mの円形の一部が切れる不整形な土坑で、深さは50～ 64cmを

測る。土層的には、80cm以上の削失が推定される。壁面の半分はオーバーハングし、底面は白色粘

土を含む層で止まっていることから、粘土採掘穴と断定される。時期判定は困難で、 6世紀～中世

末頃までが推定される。

SD-37・ 44B。 45080～83・ 91・ 92

覆土の質から、古代～中世の溝状遺構と断定されるが、機能は明言できない。

480

H=2550M

la:淡責褐色～淡茶褐色砂質土
b:暗灰褐色上十Ⅵ層
2:淡黄色粗細砂質± 3:Ⅵ層十暗灰色土

SK-482

H=254.80M

ユa:暗灰褐色土     A:2の 責褐色微細砂
bia十 淡黒灰色土    B:2の 淡灰白色微細粒
2:淡黄褐色十淡灰白色微細砂 (堅締)

0                 1rn

第 106図  IXtt SK-4800482・ 483・ 488 遺構実測図

1:灰色～暗灰色二十Ⅳ層塊

|

SK 483
，
、、Ｎ
　
″〓
月
ヽ
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Ⅵ区 SX-02深掘溝 西壁層序図

Ⅵ区 SR-03

:灰褐色砂質土
:淡灰色～灰色微砂質上十微細砂
:淡灰色～灰色微砂質土
:茶褐色砂質土 (混Ⅳ層粒少量)
:茶褐色微砂質土
:同上 (混黒褐色Mn粒多量)

1:灰色砂質二十Ⅳ層塊～粗細粒
2a:灰色砂質土
bi灰色微砂質土

茶灰色微砂質土

淡黒灰色土

a十暗灰褐色土

茶灰色微砂質土+暗灰褐色土
3aと 同じ

(縞状)淡灰色～灰色粘質微砂十橙褐色～暗茶褐色粗細粒

淡灰色～灰色粘質微砂 (混Ⅳ層塊少量)
a+茶褐色微砂
2a十 茶褐色 。白色組細砂 (混Ⅲ・Ⅳ層粗細粒少量)
灰色粘質微砂十黄褐色～茶褐色微細砂

(混Ⅳ層粗粒少量)
灰色～暗灰色粘質土

A

暗灰褐色十淡黒褐色微砂質土

淡黒褐色微砂質土

暗灰褐色微砂質上十淡黒灰色土

黒褐色土

淡茶灰色十暗灰褐色微砂質土

暗茶灰色微砂質土

H=255.60ヽ 1

1:淡茶灰色微砂
2a:淡灰色～灰掲色微砂質土
b:暗灰色～灰色粘質微砂
ci淡灰色粘質上十微砂
d:暗灰色十茶褐色粘質微砂十C

5a:暗灰褐色微砂質土
b:礫十a
6a:暗灰褐色砂質上十礫
b:淡黄褐色粘質微砂十暗灰褐色土十礫

H=257.20M

暗灰色～淡黒灰色十灰褐色微砂質土 (混Ⅳ層粗細粒・4)

淡賞白色～茶褐色微砂十淡灰色～灰色粘質微砂
十白～茶褐色粗細砂

灰色～暗茶灰色微砂質土 (混Ⅳ層粗細粒少量)

暗灰褐色微砂質二十Ⅳ層粒

暗灰色十淡責色～暗茶褐色微細砂
aと 同じ

角礫十灰褐色土 (堅固)

1コn

灰色砂質土

灰褐色砂質土

淡責色十茶褐色細砂十暗灰色微砂

暗灰色～茶灰色微砂質土

2+Ⅳ層粗細粒

H=25460ヽ I

′
Ａ

１

２ａ

ｂ

３

４

　

５

6a:淡橙色微砂+暗灰褐色粗細砂
十淡灰色～灰色粘質微砂
b:aと 同じ (縞状)
7

8a

b

9

淡灰色～灰色微砂質上 (やや泥質)

暗灰褐色～淡黒灰色上十Ⅳ層塊～粗細粒
7+3a
暗橙褐色十暗灰色粗細砂 (互層,底面礫効

H=256.OM

7c:灰色～暗灰色微細砂 (混Ⅳ層塊～粗細粒)
d:7aと 同じ
e:灰褐色粘質微砂
8a:暗灰色粘質微砂十茶褐色～淡灰色微細砂 (縞状)
b:aと 同じ (混Ⅳ層塊)
c:灰褐色～茶灰色微細砂
9:1+黒灰色上十Ⅳ層粗細粒
10:淡黒褐色～暗灰褐色粘質土

H=2540M

漑

El二
十
::

Ⅵ

暗灰褐色+淡茶灰色粘質微砂
淡灰色～白色粗細砂十礫

茶褐色細砂 (堅 ,混小礫 ,底面礫敷)
2c十茶褐色微細砂

H=25540M

1:淡褐色十灰褐色微砂
2a:淡灰色砂礫
b:淡黄色十暗灰褐色微砂
c:茶褐色十灰色細砂
3:2c十 淡黒灰色土

Ⅶ区南東壁

4a:茶褐色+淡灰責色細砂十灰色微砂
b:灰色～暗灰色微砂 +2c(混Ⅳ層粗粒)
5a:灰青色～暗灰色粘質微細砂+2c
b:4bと 同じ
c:5aと 同じ

6a:黄褐色～橙褐色微細砂十淡灰色
～灰色微細砂 (縞n
b:橙褐色粗細砂
c:暗灰色～淡黒褐色混砂粘質土
7a:灰色粘質微砂十Ⅳ層粗粒
b:1と 同じ

4:淡茶褐色十灰褐色微砂
5:灰色～暗灰色微砂質土+4
6:暗灰色土+4
7a:褐色～淡茶褐色微砂質土
b:茶灰色～暗灰色微細砂質土 (混Ⅳ層粗細粒少量)
c:7aと 同じ
8a:茶灰色～暗茶褐色微砂質土 (混Ⅳ層粗細粒少量)
b:暗灰褐色～灰褐色土
9:暗灰色十淡茶褐色土 (混Ⅳ層粗細粒少量)
10:灰褐色～茶灰色微砂質土

1:淡黒灰色土
2:黒灰色土

A:Ⅳ 十淡黒灰色土

1:淡黒灰色土  Ⅲc
2a:黒灰色土    d
b:淡黒灰色土

:淡茶灰色土
:Ⅳ +淡黒灰色土

0         1         2m

第108図  Ⅵ区 SX-02,SR-03コ Ⅶ区南東壁 断面層序図
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SX-02

ⅥB区の北西部に位置した、段丘の凹地 (自然流路)へ流れ込む支流であり、中世末以前の遺物

を含む。工事計画では削平されないので、部分的に深さ等を確認した (第 108図 )。

5。 近世以降

近世の遺構の殆どは座棺墓であり、Ⅵ～X区で220基程を検出したが、副葬品は無く、鉄釘も皆

無である。近現代になると縦横に水路が走 り、昭和10(1935)年以降の大規模な水田化に伴う用水

路が整備されていったことを物語る。墓は楕円形や長方形の上媛墓・木棺墓のほか、石囲いの火葬

墓まで様々なタイプがある。Ⅸ区の01～ 04号建物は、半世紀前のものである。

SK-480(第 106図 )

Ⅸ区の北部、34号住居の北狽1に位置し、主軸を東西にとる長径98cm・ 短径76cmの楕円形を呈し、

深さ42cmを測る。土層的には、60cm前後の削失が推定される。壁面～底面には、淡責白～淡褐色の

粗細砂質土 (粘質)が厚さ3 cm程丁寧に貼られた上墳墓である。規模的には、未成人と思われる。

副葬品等は出土していない。

SK-482(第 106図 )

480号土娠墓の1,4m東に位置し、主軸を南北にとる、長さ1.29m・ 幅0。 75mの隅円長方形を呈し、

深さ43cm程を調査した。上層的には、60cm前後の削失が推定される。構造は前述土媛墓と同じであ

るが、覆土中位からセルロイド製の櫛が、底面から郭・煙管・ボタン2個など (第 110図)が出土

磯 返5悦 Ⅷ亀3‰ 爾叱端 ¨砥8警
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第109図 Ⅶ～X区出土 縄文土器実測図
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し、成人女性が屈葬されたことが推定される。南半部では拳大の礫 5個 と木 (楠か)の根元付近が

出上し、木蓋の重 しが落ち込んだものと思われる。戦中～戦後期の墓である。

SK-483(第 106図 )

05号建物の北西部に重複する、直径 1。 46～ 1.7mの不整形なプランで、深さ26～ 30cmで 中央部は40

―

単

蝠
鵜

SK-332

SK‐ 387

犀 ‖

第 110図  SK-332・ 342・ 355・ 387・ 407・ 430・ 442・ 467・ 482 世::上遺物実測図
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第111図  SK-488・ 515・ 570・ 602・ 644・ 648・ 660 出土遺物実測図 (陶磁器以外)

Ｄ
・
７

１

Ｓ
一　
　
　
　
　
　
　
６

ｆ
　ヽ
９８

80    
ヅ

ＳＤ・９７　ヽ
久漁□翔囚埒９８８

〓『
Ｉ

一

‐／握

　ケ

一

4-
0 10cm

第112図  SD-43・ 5牛 62・ 65・ 73・ 79・ 92・ 97・ 104 出土遺物実測図 (陶磁器以外)

―- 105 -―



ヒ 剰  望 9粥

齢 91

|

Ⅲ連宣巨三≡」三三:こと子も92

韻

∇

〃

ゑ

0              1ocm



0              10cm
―

⑬ ③
1    1014

13   9 ,?Cm
(1009 1012～ 1014)0          2cm

と
=正

三
=■

三
=三

~ゝ
017

「

Iln  馨

＼鞠 1躍
第114図  Ⅵ～X区 SX-03～ 06出上遺物実測図 (2), SX-04～ 06出土遺物実測図 (1)

①

稲
―- 107 -―



×50cm程の床面になる。周囲は 8～ 15cm程掘 り凹められた、石棺墓の様な掘 り込み形態である。出

土遺物は無いが、覆土から、近現代の遺構と断定できる。

SK-488(第 106図 )

02号建物の西部に位置 し、主軸を東西にとる、長径1.5m。 短径1.3mの楕円形を呈し、深さ25～

29cmを測る。土層的には、50～ 60cmの削失がある。構造としては、白色粘土を使用した床面を貼 り、

河原石を内法52× 80cmに 組み、火葬にした (礫が被熱 している)も のである。人骨や副葬品は出土

していないが、貼 り床内から、瓦片 3点が出上している。近現代の火葬墓である。

SR-03

ⅥA～ C区で検出しているが、近現代まで機能していた道路跡のため、部分的な確認調査に止め

ている。覆土には微細砂～粗砂礫が充填 しているが、底面には礫混じりの堅回な硬化面がある。近

世に掘削され、埋没しながらも継続して使用された道路跡である。

SD-97(付図 4)

Ⅷ区の中央部で検出した、東西方向の溝状遺構であるが、重複する下部の東半分に硬化面を確認

した。幅80cm前後を溝状に掘 り、粘質土を混ぜた上が堅 く締まっていた。地元古老の話では、昔、

鉄鉱石や製錬鉄を馬車で運んだ「木馬道」があったらしい。馬車ならば、轍や 2条の硬化面か車幅

+α の幅の硬化面が想定されるが、当遺構は該当しない。ただ、97・ 98号溝掘削の際に削失したこ

とは推定可能と考える。 X区においても続きの掘 り込みが検出されており、このまま東方へ下って

現道から川内川へと運んだと思われる。(1)

）́

‐０２８
�

区区 SB-01(第 107図 )

梁行 1間 (3.8m)。

桁行 3間 (5.7～ 5.8m)

の身舎に幅 1間の廂が付

く建物である。

SB-02(第 107図 )

梁行 2間 (3.6～ 4.15

m)・ 桁行 1間 (3.65～

4.Om)の歪つな建物 と

0       5cm

―第115図  区区 SX-06出土遺物実測図 (2)、Ⅵ区SZ-09出土遺物実測図
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出土遺物実測図 (陶磁器以外)第116図  Ⅵ区SR-03

―- 108 -―



べ
‐⇔

一

///

低

6

:′

―〆心＼
⌒    1063

o    1    2cm

―

∠
ヾ
、
‐
　
　
メ
レ
し
電

６

〈〔出日出日日Ｗレν．

Ⅲ層・pi

一　

　

　

　

　

　

　

々
Ⅱ

、、／

４

ト
ド

＝

Ｈ

Ｗ′‐始観争α翔
tほ か出土遺物実測図

―- 109 -―

Ⅵ～区区



73 1075

一

◎
．〒

◎ ヴ  I

1090

|

第118図  区 。X区  Ⅱ～Ⅲ層・pitほ か出土遺物実測図

-110-

絲耐∫|〒握
さ隠＼く、N＼ ヾヾ



π∩死側詞 И。鼠 罵死骸p

3禾 軍
＼_上三ス1∞ ＼  1  妥 1側

マ ¬ 爾 司
董 葦 葦

詔 112

Ⅵツ310cm

第119図 Ⅵ～区区出土 輸入陶磁器 実測図

推定される。

SB-03(第 107図 )

梁行 1間 (4.Om)。 桁行 3間 (5,7～ 5.8m)の建物である。

SB-04(第 107図 )

梁行 2間 (4.95m)・ 桁行 1間 (5.3～ 5.4m)の建物に、幅1.7～ 2。 4mの廂・廊下が付くと推定

される建物である。西端の柱は布掘りである。柱穴からはガラス片や陶磁器片多数が出上した。

SE-01

01～04号建物に伴う素掘りの井戸で、扁平な河原石で塞いでおり、完掘していない。

SE-02003

幕末～近代の陶磁器が出上し、素掘りの井戸であると確証を得た深さの時点で、掘り込みを止め

ている。

6。 遺構・遺構外の出土遺物

第111図 972は、41号住居を切る座棺墓から出土した動物型の土製品である。

第113図 -996は、石の稜が潰れており、火打ち石と思われる。

第113～ 114図のSX 03出土遺物は、18号住居に起因するものが多いと推定される。

第117図 -1048～ 1050は、柱穴等から出上しており、古代の建物跡が20号住居周辺に存在していた

と思われる。1056・ 1058は縄文時代早期の所産であるが、これに限らず、竪穴住居や柱穴等の遺構

や近世以降現代に至る撹乱によつてⅥ層の上を掘り上げると、打製石鏃等の早期の遺物が混在する。

天神免遺跡での縄文時代早期は、キヤンプサイトにもなっていない単なる狩場であつたようで、打

製石鏃の成品が主たる遺物である。

輸入陶磁器は少なく、図化できたのは16点にすぎないが、これは遺構の少なさに比例している。

中世の掘立柱建物跡は、Ⅸ区の 2棟のみ復元したが、01・ 05・ 06号建物跡の周辺には柱穴が 2～ 4

個縦列する状況にあり、さらに数棟を推定復元できそうである。輸入陶磁器は13世紀後半～17世紀

一 Hl―
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第121図  Ⅵ～ X区出上 近世以降国産陶磁器実測図 (2)

まで継続 して出土 してお り、相当数の建物跡があつておかしくない。

近世国産陶磁器は、初期から継続 して出土 している。肥前の陶磁器は少なく、肥前系 (八代～人

吉周辺)と 薩摩が多い。 I～ Ⅱ層や撹乱から、ガラス片や瓦など近現代の遺物 と混在 して出土 した

陶磁器の何割かは現地で廃棄 しているので、特に、幕末以降の陶磁器の数は不詳である。図化 した

陶磁器 も選択 したものであ り、遺物の年代が即、遺構の年代を示す ものではない。

註

(1)天神免遺跡の北西山中で、19世紀中頃に良質の鉄鉱石が発見され、薩摩藩の製錬所へ逗ばれたのが発端で、

明治33(1900)年 には地元に精錬所が建設され、 5年間操業されていたことは第 2章でも述べているが、

当遺構の年代は開始期からのものと思われる。道の補4多や改修の痕跡は不明であるが、明治期にも同一ルー

トで運搬されたと考えたい。

遺構検出地の西側は急斜面になることから、直線道が続いたとは考えられず、硬化面の途切れる中間あ

たりから、北か南に折れて現道まで繁がる葛折の道であつたと推定する。この道について、元本市の歴史

民俗資料館嘱託の市田寛幸氏に寄稿して頂いたが、氏は直線道は急斜面であり、馬車での往復は無理であ

ることから、現在の舗装道路がほぼ踏襲していると考え、筆者の意見とは異なる。

影
1173              1174

-113-



第 5節  XI区～�区

1.遺構面の状況と検出遺構

XI区は、舗装道路の東隣の水田からを予定していたが、南半分は池を埋め、北半分は半世紀前

の家屋を壊して廃棄物を埋めた土地であることを知り、調査対象外とした。調査区の中は、“天地

返し"に よる撹乱があり、遺構が消滅している。残存遺構は西北部と東部に集中し、西北部には竪

穴住居 4軒と土坑、近世以降の座棺墓が10基程、南側は凹地で、自然流路も重複する。東部には弥

生～古墳時代の竪穴住居 9軒 と地下式横穴墓 3基等が確認された。

�区は、北東部は近現代の溝状遺構と削平による撹乱が著しく、128号住居は痕跡程度であった。

119号住居の南西部は “天地返し"があり、118号住居の東～南側は近現代の柱穴や土坑が多い。竪

穴住居は11軒、地下式横穴墓 4基、土坑10基程、古代と推定される溝状遺構 1条などを調査した。

�区は最も広い区画で、比較的起伏が緩やかな地であり、遺構密度が高い。弥生～古墳時代の竪

穴住居70軒程のほか、地下式横穴墓13基、円形土坑10基程、片恨1小日付設土坑 5基、掘立柱建物跡

2棟、近世以降の座棺墓50基程と溝状遺構が縦横に走り、撹乱する。47・ 52・ 66。 72・ 73・ 79・ 80,

81号住居は削平著しく、痕跡程度しか遺存していない。道路際の96・ 97・ 112・ 113号住居は、擁壁

の基礎工事によって半分程消滅している。82号住居と93号住居の間は “天地返し"があり、83号住

居の掘形を不鮮明にしている。直径 2～ 3mの風倒木痕は17ケ所に散在しているが、黒色土内に上

器片を含んでいないもは調査対象外としたが、北風によって大木が倒れた状況の地層横転が大半を

占めている。南方の黒色土が充填する凹地 。自然流路上にも、ある程度までは遺構が拡がっている

という予想に反する検出結果になったが、工事計画では削平されない地であることから、遺構があっ

たとしても保存されている。

�区は、遺構は平均的な密度であったが、近現代の削平 。天地返しが著しい。147・ 148,158・

166・ 167・ 182・ 183号住居は痕跡程度の検出である。弥生～古墳時代の竪穴住居41軒のほか、地下

式横穴墓 1基、円形土坑10基程、片側小口付設土坑 2基のほか、近世以降の座棺墓50基程、溝状遺

構10条程を調査した。

�区はX区に近く、XI区 と凹地を挟む対岸に位置するためか、遺構が極端に少ない。北側は削

失著しく、中程から南側は近現代の溝状遺構が縦横に走る。遺構 。遺物は南側に集中し、古墳時代

の竪穴住居 1軒と片側小口付設土坑 1基、平安時代前期の掘立柱建物 1棟と土坑 3基、 pit 4基の

ほか、古代～中世の土坑 5基、近世以降の座棺墓 5基を検出した。竪穴住居の東側一帯には、平安

時代前期の上師器が相当量出土した。

kIE区は、北西部の削失が著しく、南西部も広範囲に天地返しがなされ、北東部には廃屋を焼却し

て遺棄物を埋めたという撹乱坑がある。遺構密度は低いが、弥生時代の上坑 1基と石器製作址 2ヶ

所、古墳時代にかけての竪穴住居12軒や土坑10基程、片側小口付設土坑 2基、古代の掘立柱建物跡

1棟と周辺に多数の遺物、近世以降の座棺墓16基、縦横に走る溝状遺構を検出した。

剛区は、X4iI区調査中に工事の照会があり、急拠、調査対象地区とした。XI区で検出していた134号

一 H4-
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第122図 XI～�区 遺構分布図



住居の続きが良好な状態で遺存

していることへの期待もあった

が、さらに2軒の竪穴住居も検

出した。この 2軒には、� 区

で遺構番号を付した際に欠番と

なっていた171・ 172号を付して

いる。結果的には、173号が欠

番になる。現場ではあくまでも

仮番なのであるが、当遺跡の遺

構数の多さは、本番に変更する

と遺物整理で混乱するであろう

ことは容易に推測されるので、

本報告でも仮番のまま使用する。
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1:淡黒灰色土

第123図 SK-1082 遺橋実測図

2.縄文時代

�区の古墳時代の上坑や撹乱坑の覆上に縄文土器 5点が混入していたほかは、竪穴住居等遺構

の覆上に混入している早期の打製石鏃程度の出上であり、遺構は無い。第419図 4289～ 4293は晩期、

4291と 4292は前期の曽畑式である。

3.弥生時代

竪穴住居以外の遺構として、土坑 1基と石器製作址 2基がXⅥ 区で検出された。

SK-1082(第 123図 )

東西1.2m程、南北0。 7～ 1.Omの楕円形に近いプランを呈し、深さ4～ 9 cmが遺存する土坑である。

土層的には、10cm程の削失が推定される。覆土から、中期末の黒髪式上器 (4523)が出土している。

SL-01

01号掘立柱建物跡南東隅の南で検出した、直径 lm程に集中する石器製作llLである。成品として

は黒曜石製の打製石鏃 (第420図 4294)のみで、大半は淡黄白色の頁岩系の石核・剥片 。チップ (写

真図版391～ 392)である。周辺にも、同一の石材の剥片が散在していた。

SL中02

01号 とlm隔てた南側で検出した、直径 lmほ どの石器製作址である。黒曜石製の石鏃失敗作 2

点と剥片、磨製石鏃の未製品 5点と剥片に加え、黒髪式上器 (4296)と 多条突帯の甕が出土したこ

とから、中期末頃の遺構と断定される。中には01号 と同じ石材も入っていることから、01号 もほぼ

同時期と推定される。

-117-



la:暗茶灰色土 (混Ⅳ層塊)
b:暗茶灰色～暗灰褐色土 (混Ⅳ層塊～粗細粒 ,
炭片多量)

lc:黒褐色土 (混炭粒)
d:淡橙褐色焼二十暗茶灰色土
2:Ⅳ層十Ⅵ層十淡黒灰色土

第124図  SA-45 遺構実測図
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第125図  SA-45 出土遺物実測図 (1)
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第126図  SA-45 出土遺物実測図 (2)

4.弥生～古墳時代

竪穴住居150軒程、地下式横穴墓21基、土坑数10基などのほか、方形周溝状遺構 1基がある。

SA-45(第 124図 )

�区の南西部に位置した、東西5。 3～ 5。 6m。 南北5.6～ 6.7mの方形基調で、 3ケ 所に幅60cmの

間仕切りがある。突出部は、北辺以外の各辺中央右寄りにあるが、北辺は明瞭でない。北西隅だけ

は深く掘削されていないことも考慮すると、北辺突出部に相当する所が出入口の可能性が高い。覆

土は10～ 14cm、 中央内区で30～ 35cmが遺存し、土層的には10～ 20cmの削失が推定される。主柱穴は

2本で、直径18～ 20cm・ 深さ56・ 63cmを 測る。壁溝は不明瞭である。
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覆土から、弥生終末頃の

土器が242点出土 したが、

図化できたのは16点 (1188

～1204)にすぎない。1202

は北西部の区画内で検出さ

れた土器埋設炉であるが、

丹塗 り土師器の高不 (1205)

と須恵器の郭身 (1206)と

ともに 2次使用が推定され

る。 2層からも破片19点が

出土しているが、図化に耐

えない。

SA-46(第 127図 )

45号住居の南 3mに位置

した、長さ3.3～ 3.44m・
第127図  SA-46 遺構実測図

幅2.8～ 3.3mの 隅円長方形を呈し、深さは44～ 52cmを 測る。貼 り床は無く、西辺南寄りと西隅・東

南辺中央には、深さ6～ 12cmの土坑状の掘 り込みがある。中央には、長径33cm。 短径25cm。 深さ50cm

の pit l基 を検出したが、主柱穴なのか、ロクロ pitなのかは不明である。

遺物は大量に出土し、 la層 (la・ bl上層)と lb層 (大半が lb3層 )に分けて取 り上げ

たが上下で接合したものもあり、 b層は明瞭に分層できない。土器は、総数1170点が出上し、住居

廃絶後に不要物が投棄された状態である。出土遺物の中では甕が一番多く、口縁部が大きく外反す

るタイプから緩やかなS字カーブを描くもの、突帯を巡らせるものなど様々であるが、底部は若干

上げ底のタイプが多い。

小型壺も多く (1260～ 1274。 1282)み られ高郭のミニチュアなど祭祀的要素もある。1278は、台

付鉢を蓋に転用したものである。1284は完品の石包丁であり、廃棄の理由は鉄器化によるものか。

主として 3世紀中葉頃と思われ、 4世紀前半頃までの時期幅がありそうである。

SA-47(第 137図 )

45号住居の3。 3m南に位置し、長さ3.7m・ 幅3,32mの隅円方形に壁溝の痕跡を残す。覆土は西側

で 8～ 10cm程が遺存し、20cm程の削失が推定される、掘削の浅い住居である。主柱穴は無く、東壁

中央～北寄りでは、08号地下式横穴墓の竪坑が切る。その南側では、土坑状の、僅かな掘り込みと

貝占り床を確認した。中央には、口縁部から胴部上半を打ち欠いた甕 (1286)を使用した土器埋設炉

がある。

覆土から、土師器片41点が出土したが、図化できたのは2点である。 6世紀前半か。
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第130図  SA-46 1b層 出土遺物実測図 (1)

―- 124 -



く

第131図  SA-46 1b層  出土遺物実測図 (2)

―- 125 -―



一 　 　 ′
― イ 　 中 ］ ω 　 ｌ ｌ

Ⅷ ψ

第
13
2図
 S
A-
46
 1
b層
 
出
土
遺
物
実
測
図
(3
)



―― と写I ――

船
お
ω
国
　
∽
＞
ｋ
Ｏ
　
一σ
嗣
　
Ｈ
卜
肺
苺
別
道
国
奮
）

定ぐ挙＼

Ｐ
Ｏ
①
Ь
Ｄ



―

＼

ヽ ヽ

、 モ

、 、
、 ＼

、 、
＼

、

、 、
、 、
、 、
、 、
、 、
ゝ

― ― 　 中 ］ ∞ 　 ― ―

日
1%
1

第
13
4図

＼
0

24
6

SA
-4
6 
1b
層
 
出
土
遺
物
実
測
図
(5
)



卜
膨
牟
４
ッ
駁
杉
″
隆
Ｘ
が

牌
０
０
Ｂ
Ｄ

ウ奄%姐笏%獅硝魁



岳

第136図  SA-46 1b層  出土遺物実測図 (7)

_                 _              H=294.全 OM

SA-48(第 138図 )

47号住居の南2.5mに位置し

た、長さ3.4～ 3.83m・ 幅2.87

～3.12mの隅円長方形を呈する。

壁溝は、北辺中央部と南隅に僅

かにみられる。主柱穴は無いが、

北側の直径20～ 29cm・ 深さ40・

25cmの柱穴と、南東辺中央部の

撹乱状掘り込みの最深部は45cm

を測り、 3基が主柱穴であった

可能性がある。覆土は10～ 18cm

の厚さで、貼り床は、土坑状掘

り込み～壁までの極く一部であ

る。中央では切り合う土器埋設第137図  SA-47 遺構実測図

炉を検出し、中心やや南側のほうが古い。1291は奏の上半分を打ち欠き、新しい炉1289は、甕の口

縁～肩部を打ち欠いたもので、顕部片が炉内から出土している。覆土から、土師器片127点、須恵

器片 3′点、炭化種子 5′点などが出土してるが、図化できたのは僅かである。 6世紀後半である。

SA-49(第 138図 )

48号住居の東 lmに位置した、長さ4.2～ 4.38m・ 幅3.9～ 4.22mの 隅円方形を呈し、中央を東西

Ｏ
④

雲
凹
善
＋
引
蜘
熙
繋
弛

一
ぽ

　
　
　
（禦
軍
翼
凹
善
蝉
）
引
ｄ
熙
隠
聾

一

ｍ

０

　

　

　

　

　

１

　

　

　

　

　

２

Ｆ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｈ

ｉ ｌ

＝

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

趾

―- 130 -―



方向の115号溝が切っていた。

主柱穴は不明であるが、壁の

内側に初期の壁溝を残す。主

柱穴は不明であるが、北東壁

には中央に長さ lm。 幅60～

80cm・ 深さ26cmの上坑があり、

両脇に、深さ 6・ 25cmの入口

支柱穴と推定される直径40～

50cmの掘 り込みがある(P3・

P4)。 その70cm内 側 (芯々

距離)に は、初期の出入口支

柱穴と推定される pit(Pl・

P2)が ある。中央やや北東

寄 りには甑の口縁部を打ち久

いた (1299)土器埋設炉があ
0         1rn

―
第138図  SA-48

I

遺構実測図

1:暗茶灰色十暗灰褐色土 (混Ⅳ層塊～粗細粒少量)
2a:淡黒灰色上+1
b:2aと 同じ
ci暗灰褐色土 (混Ⅳ層)
d:Ⅳ層塊+1
e:1+2a      g:Ⅵ 十暗灰掲色土
f:Ⅵ十Ⅳ層少量   ア :焼土十暗灰褐色土

土器埋設炉と

周辺の炭化材

0     20cm
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第139図  SA-49 遺構実測図
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る。その上面～北東側では、炭化

材が纏まって検出された。これら

は、炉で使用した燃材と思われる。

覆土から、土師器片122点 と須

恵器片 9点などが出土したが、図

化できたものは少ない。須恵器の

甕 (1309)は、北52mに位置する

102号住居出土破片 と接合 してい

る。 6世紀後半である。また、南

西部で 8個・北西部で 3個の長楕

円形河原石が散在 していたが、被

熱や粘土付着物は無い。

SA-50(第 142図 )

49号住居の1.6m南東に位置し、

近現代の暗渠排水路に切られた、

1辺3,7～ 3.8m。 中央の長さ4.04

～4.12mの 隅円方形を呈する住

居である。覆土は30cm遺存 し、北

東側は20cm程の削失が推定される。

主柱穴は無いが、南端隅と南東辺

中央に深さ20・ 10cmの土坑がある。

|II

H=248.90M  色土

ア :暗灰褐色上十

焼土十暗茶褐

イ :茶橙色焼土
十暗灰褐色土

20cm

中央には、甕の口縁部と底部を打ち欠いた上器 (1314)を 使用した埋設炉があり、タト縁～下部には

多量の焼土がみられた。壁溝は不明瞭であり、貼り床の厚さは 3～ 7 cmである。覆土から、土師器

片218点、須恵器片 5点のほか、土器片加工円盤 1点 (1329)等が出土しているが、小片が多い。

南西隅で出土した壷 (1315)と 、北東部で潰れた状態で出土した甕 (1311)は原位置の上器と推定

される。また、後者は、51号住居から出土した破片と接合している。 6世紀後半である。

SA-51(第 145図 )

50号住居の 5m東に位置した、南北4.9～ 5。 13m。 東西4.4～ 4.78mの隅円長方形を呈し、南北壁

が胴張る。最終段階は土器埋設炉と2本柱 (Pl・ P2)であるが、 4本柱 (P3～ P6)の段階、
初期の 2本柱 (P7・ P8)の段階が想定される。Pl・ P2は、直径26～ 28cm。 深さ35・ 46cm、

P3～ P6は、直径14～ 25cm・ 深さ24,30。 32。 16cm、 P7,P8は 、直径14～ 19cm・ 深さ15。 27

cmを測る。覆土は17～ 24cm遺存するが、10～ 20cmの削失が推定される。南辺中央部には、長さ79cm・

幅70cm・ 深さ26cmの上坑を有する。南東部の長さ70cm・ 幅50cm。 深さ25cmの土坑底面においては、

須恵器の郭身を検出した。土器埋設炉には、上半部を打ち欠いた甕 (1337)を使用している。北辺

第142図  SA-50 遺構実測図
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第143図  SA-50 出土遺物実測図 (1)
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第144図  SA-50 出土遺物実測図 (2)

中央西寄りと、西辺北半分・南辺中央部は壁溝が途切れるが、出入口は不明である。

覆土から、土師器片479′点、須恵器片17点、鉄器 3点等が出上している。1338は、北東端で台石 (1371)

等と一緒に出上した長胴の壼である。1370は、全長20。 9cmの大型の鉄鎌である。主として 6世紀後

半である。

南の柱穴 (P2)の柱痕の直径は1lcmで焼土混じりであり、1343・ 1350・ 1357・ 1361・ 1363の上

器片が被熱していたことは、廃絶時に幾許かの火災があったことが想定される。

SA-52(第 146図 )

51号住居の北 5mに位置した、長さ5.08m・ 幅4。 2～4.4m程の隅円長方形に壁溝が遺存 している。

東辺中央部には、直径1.lm程の略円形の上坑状掘 り込みがあり、出入口であった可能性もある。

削失は20cm程であり、当初から浅い掘り込みであったようである。主柱穴は4本で、直径35～ 57cm・

深さ52～ 57cmを測る。東側柱穴の中間には、甑の下半部 (1373)を 使用した土器埋設炉があり、内

部には焼土が充填していた。

覆土から、土師器片69点、須恵器 1点等が出土しているが、小片が多い。西北部では長さ10cm程

の河原石10個程が散在していたが、焼土や炭化物・粘土等は伴わない。 6世紀後半と思われる。

SA-53(第 149図 )

XⅡ区検出分 (北西部)と �V区で検出した182号住居が同一のものと推定されることから机上で合

九
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第145図  SA-51 遺構実測図

成 し、182号 を欠番とした。旧一筆境に位置することと、天地返しにより、10～ 20cmの削失が想定

される。現状では、東西3.6m。 南北3.Omの隅円長方形を呈する。主柱穴は無いが、中央に、口縁

部～肩部を打ち欠いた甕 (1379)を使用した土器埋設炉がある。壁溝はほぼ全周し、西～北～東壁

は拡張された様子が窺える。土器埋設炉構築以前にも、掘り込み炉の痕跡 (工層)がある。西の壁

溝内では、長さ54.6側の鉄刀 (1383)が出土した。このほか、覆土から土師器片62点が出土してい

るが、図化できるものは少ない。 5世紀中葉か。

SA-54(第 150図 )

52号住居の北西 6mに位置した、中軸3.5mの隅円方形を呈し、南西壁と南東壁がやや胴張る。

覆土は13～ 20cmが遺存するが、20cm程の削失が推定される。主柱穴は無く、中央には、甕の胴部下

半～底部を打ち欠いた (1384)土器埋設炉がある。その東には、長径90cm・ 幅54～ 74cm・ 深さ22cm

の土坑がある。当土坑の外狽1のみ壁溝が途切れることから、出入口が想定される。貼 り床は、凹地

―- 137 -―
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第146図  SA-52 遺構実測図

に少量施されている。

覆土から、土師器片102点、須恵器片 7点が出上しているが、図化できるものは少ない。1388の

郭身は、62号住居出土片と接合 している。台石 (1392)は 、遺跡内出土例としては最長のもので、

長さ56cmを 測る。1391は 、土製品の剥落片の可能性がある器種不明品である。 6世紀後半である。

SA-55(第 151図 )

45号住居の北東13mに位置した、長さ2.45～ 2.60m。 幅2.2～ 2。 38mの南東辺が短い隅円方形を

呈する。覆土は36～ 39cm遺存するが、10cm程の削失が推定される。北隅のみ壁溝を検出し、主柱穴

と炉は未確認である。貼 り床は、 3～ 4 cmの厚さで施される。南東 3mに は、06・ 07号地下式横穴
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墓がある。覆土から、土師器

片73点が出土したが、図化で

きたものは少ない。 5世紀前

半～中葉か。

SA-56(第 152図 )

55号住居の4.6m北東に位

置した、長さ4.46～ 4.52m・

幅3.88～ 4.12mの隅円方形を

呈する住居である。覆土は14

～24cm遺 存 し、土層的には

20cm程の削失が推定される。

主柱穴は 2本 (Pl・ 2)で、

直径30～ 36cm・ 深さ50cmを測

る。 2本柱 の間は、幅 54～

64cm・ 深さ10cm(そ の下に貼

り床 2～ 3 cm厚)を測る掘 り
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第149図  SA-53 遺構実測図

込み炉になっている。底面には更に深さ33cmの pit(P3)を検出したが、機能は不明瞭である。

南東辺中央部と北東辺中央部には土坑がある。 Pl内には壷の底部 (1407)力 S入っていたが、住居

廃絶時の地鎮か偶然かは不明である。覆土から、土師器片591点、須恵器片 1点のほか炭化種子 3

点が出土している。 6世紀後半である。
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イ :Ⅳ層粗細粒十Ⅲ層 (混焼土粒)

ウ :Ⅲ層十Ⅳ層粗細粒

H=24940h/1

第153図  SA-57 遺構実測図
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主柱穴は、直径23～ 33cm・ 深さ35～ 48cmを測る。貼 り床は、全面に 2～ 8 cm施される。中央やや南

東寄りには土器埋設炉が 2基検出された。平断面では新旧不明であるが、遺構全体での位置関係か

ら、北狽1の方が新 しいと推定される。住居の南辺中央には、出入回の支柱 と推定される新旧の小

pitがある。 P9。 10は深さ20～ 22cmを測り、 P ll・ 12は深さ13・ 25cmを測り、後者のほうが新段

階であろうと思われる。上器埋設炉の新段階には、口縁部を打ち欠いた甑 (1427)が使用され、古

段階では口縁部を打ち欠いた鉢型の甕 (1426)が使用されている。

覆土から、土師器片331点のほか須恵器片 7点、用途不明鉄製品 1点 (鈍か)な どが、貼り床内

から土師器片46点が出土している。 6世紀後半である。

SA-58(第 154図 )

57号住居に切られ、59号住居を切る、長さ4.4m。 幅3.4～ 3.65mの隅円長方形を呈する住居であ

る。覆土は30cm程遺存するが、15cm程の削失が推定される。壁溝と主柱穴は無いが、中央に直径40cm・

深さ19cmの掘り込み炉がある。覆上のイ・工層は焼上であり、少なくとも2時期使用されている。

Ⅳ一
__H=249,40ヽ I

南東中央部には

長径73cm・ 短径

55cm・ 深さ26cm

の土坑がある。

覆土から、土

師器片 938点 の

ほか、須恵器片

14点、土器片加

工双子L円盤 1点、

台石 2′点、炭化

オニグルミ8点

が、貼 り床内か

ら土師器片 6点

が出上している。

須 恵 器 の 蓋

(1477) イよ、 61

号住居出土片と

接合している。

6世紀後半であ

る。

lal:淡黒灰色十暗灰褐色土
2:暗灰褐色土 (混Ⅳ層粗細粒・炭片少量)
bl:暗茶灰色～暗灰褐色土 (混Ⅳ塊～粗細粒やや多い)
2:暗灰褐色～暗茶灰色土 (混Ⅳ層粗細粒少量)

b3:122と 同じ
c :淡黒灰色土 (混Ⅵ・Ⅳ層粗粒少量)
2:Ⅲ 十Ⅳ層粗細粒+Ⅵ 〓十一″

ア :lb3と 同じ

イ :橙褐色焼土

ウ :淡黒褐色土

工 :Ⅵ十淡赤褐

色焼土粒
オ :lb3と 同じ

Δ鞘

第154図  SA-58 遺構実測図

―- 144 -―



SA-59(第 155図 )

北辺部を58号住居に切られる住居であるが、 2層の掘 り込み部の計測から、長さ5。 2m前後 と推

定され、幅3。 7～ 4.75mの、北辺が短い隅円長方形を呈する。覆土は23～ 34cm遺存するが、南東部

は118号溝に切 られる。土層的には、15cm程 の削失が推定される。主柱穴は 4本 (Pl～ 4)で、

直径20～ 35cm・ 深さ18～ 36cmを測る。中央には、長径50cm・ 短径30cm・ 深さ15cmの掘 り込み炉を伴
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第158図  SA-54 出土遺物実測図 (2),
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10cm

第164図  SA-60 出土遺物実測図 (2)

銹着している。鉄床石 (1512)は 、被熱し、表皮が弾け、鍛造剥片が付着し、稜 (角)の使用も顕

著である。これらの要素から中央炉で小鍛冶を営んだことが想定される。 5世紀前半頃で、須恵器

は混入と思われる。

SA-61(第 165図 )

方形の62号住居を切る、直径6.lm前後の円形住居である。覆土は26～ 32cm遺存するが、土層酌

には20～ 25cmの削失が推定される。只占り床は、 4～ 10cmの厚さで施される。62号住居の切り合い関

係は平面での把握が困難であったが、貼 り床の中に62号住居の焼けた床面の土塊が天地逆転して

入っていたことから、新旧が明確になった。主柱穴は 2本であるが建て替えがあったようで、南】ヒ

2個ずつがある。柱穴の規模は、直径24～ 30cm。 深さ16～ 20cmであり、Plと P3が新しい段階の主

柱穴であろうと推定される。中央部の覆土下部には炭片や焼土塊が認められたが、明確な炉は確認
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第165図  SA-61 遺構実測図

できなかった。

覆土から、土師器片1182′点のほか、須恵器片20点が、 2層から土師器片102点が出土したが、図

化できたものは少ない。須恵器片の提瓶 (1537)は、62号住居出土片と接合している。1523は甑の

底部であるが、遺跡出土遺物で唯―の多子Lタ イプである。1538は、須恵器の甕片を両面加工で三角

形状に加工した用途不明品である。 6世紀後半である。

SA…62(第166図 )

東西5.8m。 南北6。 lmの方形住居である。覆土は20～ 30cm遺存するが、土層的には10～ 20cmの削

む

Ｐ３
銘
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ア :桃褐色焼土 (混暗灰褐色土) イ :Ⅳ層+炭片十暗灰褐色土

H=249.60M

第166図 SA-62 遺構実測図

失が推定される。床面はほぼ全面被熱し、中央付近には厚さ3～ 4 cnの焼土塊もあった。主柱穴は

4本で、直径28～ 37cm・ 深さ28～ 61cmを測る。中央には、口縁部を打ち欠いた甑 (1550)を使用し

た土器埋設炉がある。覆土から、土師器片1167点のほか、須恵器片33点、須恵器片加工品 (1564、

両面調整)、 3個に割れた台石が、 2層から土師器片102点が出土したが、小片が多い。 6世紀後半

である。
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SA-63(第 167図 )

62号住居に切られた、東西2.98～

3。 32m。 南北3.01mの方形住居であ

る。覆土は16～ 25cm程遺存するが、

土層的には10cm程の削失が推定され

る。主柱穴は不明、貼 り床は 2～ 22cm

が施される。中央やや南寄 りには、

長径44cm・ 深さ10cmの 2次掘 り込み

炉、ア・ イ層直下に幅 25cn・ 深 さ

8 cmの初期掘 り込み炉 (ウ層)がある。

覆土から、土師器片224点 が出土

したが、図化できたものは少ない。

5世紀代と思われる。
b

la:暗灰掲色上十Ⅳ層塊～粗細粒
bi同

第167図  SA-63
2:賠灰褐色～淡黒褐色土

遺構実測図

7:暗灰協色土(混Ⅳ層・炭
柚佃粒少量)
イ:挑掲色焼土十暗灰掲色土
ウ:Ⅵ十ア
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SA-64(第 168図 )

�区のほぼ中央部 に

位置 した、東西 3.8～

4.06m。 南 北 4.2～

4。 45mの 隅円方形基調

の南東部に、幅90cm前

後・奥行き30～ 60cm・

深 さ10cmの 張 り出 し

2ケ所が付属する。覆

土は38～ 45cmが遺存し、

10cm程の削失が推定さ

れる。主柱穴は 2本で、

直径 29～ 33cm。 深 さ

27・ 45cmを沢Jる。

覆土から、土師器片

1352点のほか、須恵器  第172図  SA…65 遺構実測図

片 2点、鉄鏃 。刀子各 1点等が、 2層から土師器片44点が出土している。1586は長頸鏃であるが、

基部も鋭角である。 5世紀中葉頃の住居で、須恵器は混入と思われる。
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第173図 SA-66 遺構実測図
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4 1al:暗 茶灰色土
a2:淡黒灰色～暗灰褐色土

bl:茶灰色～暗茶褐色土 (混炭片微量,Ⅳ層粗粒少量)
b2:同 (混炭片少量) b3:bl十 淡黒灰色土

ldl:暗灰褐色～茶灰色土 (混Ⅵ・Ⅳ層塊～

粗細粒やや多い)
d2:bl十Ⅳ層塊～粗細粒
e :淡黒灰色土 (混Ⅳ層粗細粒少量)
2a :暗灰褐色十暗茶灰色土 (混Ⅳ層粗細粒
少量)
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2b:灰褐色十茶灰色十Ⅳ層塊～粗細粒
ci 2b+淡 黒灰色土

α:暗灰掲色土
ア :2a(混炭片)
イ :2b(混淡黒灰色土少量)

第174図  SA-67 遺構実測図
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SA-65(第 172図 )

46号住居の南西側において、遺物包含層を 5 cm程掘 り下げたところ東西3,08～ 3.58m。 南北2.85

～3.29mの隅円台形のプランを検出した。覆土は、27～ 32cmを測り、貼 り床は僅かである。主柱穴

は 4本 (Pl～ 4)で、直径20～ 32cm。 深さ22～45cmを 測る。北壁の40cm内側には初期の壁溝が遺

存しており、P5(直径16～ 18cm。 深さ20cm)と 6(直径17～ 21cm。 深さ13cm)の 2本柱が想定さ

れる。炉は検出されなかった。

覆土から、土師器片261点のほか、須恵器片 1点が出土したが、図化できたのは少ない。 3世紀

後半～ 4世紀前半の住居で、須恵器は混入の可能性が高い。

SA-66(第 173図 )

45号住居の北 5mに位置した、主柱穴 4本と土器埋設炉、若干の 2層の広がりが遺存 していた住

居である。土層的には、25～ 30cmの削失が推定される。主柱穴の南北間は2.45m。 東西間は2.5～

2.6mを測り、柱穴の規模は、直径18～ 33cm。 深さ60～63cmを測る。中央には、甑の下半分 (1610)

を使用した土器埋設炉がある。覆土と2層から土師器片各 1点が出土し、 6世紀後半と思われる。

SA-67(第 174図 )

�区の中央付近に位置した、長さ5。 96～ 6.25m・ 幅5.82～ 5.87mの方形基調の住居である。覆土

は40～ 50cm遺存するが、土層的には20～ 25側の削失が推定される深めの住居である。

主柱穴は4本 (Pl～ 4)

で、直径25～ 35cm・ 深さ24

～27cmを測る。新段階 (拡

張時)の炉は ld層上面に

直径90cm程に広がる lC層

(深さ4 cm)の 凹みである。

東隅には、上面の幅91～

96cm・ 長さ1.93mの掘り残

し (ベ ッド状遺構)がある。

初期の主柱穴は 2本 (P

5・ 6)で、直径31～ 48cm・

深さ30cmを測る。その中間

寄 りには、巨礫を避けて長

径50cm。短径38cm。 深さ26cm

の掘 り込み炉が付属する。

覆土から、土師器片1288

点、須恵器片 1点、鉄器片・

砥石各 1点が、 2層から土
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師器片75点が出上してい

るが、図化できたのは少

ない。 1629と 16431よ、 隣

接するSK-762出土片と

接合 している。 5世紀中

葉の住居で、須恵器は混

入と推定される。

SA-68(第 175図 )

�区の南東部に位置した

長さ3.4～ 3.87m。 幅3.2

～3.59mの南東壁が短い

隅円長方形を呈する住居

である。覆土は、8～ 16cn

遺存するが、土層的には

25cm程 の削失が推定され

る。主柱穴は

2本で、直径

第176図  SA-69 遺構実測図

ア :暗灰褐色十淡黒灰色土 イ :暗灰褐色+茶灰色土 (混焼土・炭粒・Ⅳ層塊少量) α :淡黒灰色土 (混Ⅳ層細粒少量)
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第183図  SA-70

25～ 30cm・ 深さ40・ 45cmを 測る。中央には、壷の胴部以下を打ち欠いて反転 (1649)した土器埋設

炉がある。

覆土から、土師器片188点、須恵器片 6点、砥石・台石 (鉄床石か)各 1点が、 2層から土師器

片29′点が出土しているが、図化できたのは少ない。 6世紀後半である。

SA-69(第 176図 )

東西3.4m。 南北3.2mの隅円方形の南辺中央に、長さ52cm・ 幅38～ 49cm・ 深さ 5～ 6 cmの 出入口

が付設されている。覆土は 6～ 14cm遺存 し、土層的には10cm程の削失であり、当初から掘 り込みの

浅い住居であったと推定される。北端部は風倒木痕の上層も掘 り込んだ結果、遺構底面が削失して

いる。中央には、口縁部と底部を打ち欠いた甕 (1663)を使用 した土器埋設炉がある。その22cm東

には、深さ26cmの柱穴状 pitがあるが、対置する pitは無い。出入口の直下には、貼 り床が施された、

直径50cm程・深さ10cm。 底面の直径20cmの上坑がある。只占り床は、全面に 4～ 10cm施 される。

覆土から、土師器片158点が、炉の南狽1には災化燃材が少量出土 した。 6世紀前半か。

SA-70(第 177図 )

長さ 4～ 4.20m。 幅3.7～ 3.94mの長方形を呈 し、東辺がやや胴張る。覆土は14～ 16cm程が遺存 し、

土層的には 5～ 10cm程 の削失が推定される。貼 り床は僅かで、主柱穴は無い。中央やや西寄 りには

2時期の掘 り込み炉があり、新段階では甑の下半 (1676)を使用 した埋設炉に甕の破片 (1672)が

流入 している。南辺中央西寄 りには、長径60cm・ 短径50cm・ 深さ14～ 20cmの土坑が伴う。底面は南

出上遺物実測
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東壁を快る土坑に繋がり、切 り合いは不明瞭であるが、74号住居と同様、出入口として存在した可

育ヒ性もある。

覆土から土師器片158点 と須恵器片 1点が出土している。 6世紀前半か。

SA-71(第 184図 )

表土剥ぎの際、筆者の監督不行届の為に40cm程削失してしまったが、西北部を拡張して掘形を検

出したことから遺構の規模等が判明した。長さ5.26～ 5.46m・ 幅4.6～ 4.9mの長方形を呈し、覆土

は32～ 38cmの厚さでⅣ層上面から掘 り込んでいる。主柱穴は短軸方向の 2本で、直径34～ 47cm。 深
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第185図  SA-72 遺構実測図

SA-72(第 185図 )

71号住居の東 2mに位置した、約 4m四方

と推定される住居で、土器埋設炉と南側の覆

土・ 2層が僅かに遺存していたが、土層的に

は10cm程の削失と推定され、当初から浅い住

居であったと思われる。明瞭な柱穴は、炉脇

にある深さ54cmの歪つな pitのみである。埋

設炉の土器は壷の上半を打ち欠いたもの

(1690)で、外面に整形時の布目圧痕を残す。

覆土から、土師器片40点の他、鉱津 1点 (写

真図版413)が出土している。南東壁の80cm

外方には、16号地下式横穴墓が構築されてい

る。 5世紀後半～ 6世紀前半か。
第186図  SA-73 遺構実測図
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SA-73(第 186図 )

54号住居の南西 5mで、主柱穴 4本と中央南寄りに位置する土器埋設炉を検出した。柱穴は、直

径20～ 36cm・ 深さ25～ 30cmを測 り、掘形は柱間の距離から3。 4× 5m程の長方形が推定される。

炉には、上半分を打ち欠いた甕 (1692)が使用されている。 5世紀代か。

2m

―

              _

la:暗灰褐色～暗茶褐色土 (母Ⅳ層塊～粗細粒少量) lc:lb2+暗 灰褐色土 (混Ⅳ層粗刑粒少量)
H=250.40M  bl:同 上 (混Ⅳ層粗糸田粒少量)

ヽ b2:暗褐色土 (上半は炭片)
dユ :暗灰褐色十淡黒褐色土 (同上)
d2:暗灰褐色十暗茶褐色土 (同 )
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みがある。

覆土から、土師器片1570点のほか、須恵器片36点、土器片加工円盤、被熱した台石各 1点が、 2

層から土師器片20が出土している。

中には、須恵器の甕片を両面調整で整形し、刃部を形成 。使用したとみられるもの (1735)があ

る。丹塗り上師器には、須恵器模倣杯蓋 (1715)・ 郭身 (1716)も あり、豊富な器種がある。高郭

(1721)の 内面付着物の螢光X線分析では錫が41%含まれていた (付篇)。 1699と 1703・ 1710・ 1713・

1739は被熱している。 6世紀後半である。

SA-75(第 188図 )

74号住居の北1.6mに位置した、縦横2.5mの、半円半方形の住居である。覆土は12～ 20cmが遺存

し、土層的には20cm程の削失が推定される。主柱穴や壁溝は無いが、中央部の不整形な凹み力朔占り

床を施されていることから住居であると断定される。

覆土から土師器の小片が50点出上したが、図化できたのは壷の底部 1点 (1742)の みである。 5

世紀中葉か。

SA-76(第 189図 )

75号住居と40cm離れた位置にある、長さ4.8～ 5。 lm。 幅4.1～ 5.Omの、台形状の西南辺が短いプ

ランである。覆土は25～ 30cm遺存し、土層的には10～ 20cmの削失が推定される。主柱穴は無いが、

中央に長径52cm・ 短径40cm・ 深さ12cmの掘 り込み炉がある。貼 り床は 6～ 12cmの厚さで全面に施さ

れる。壁溝は平面図には描かれていないが、ほぼ全周していた。

覆土から土師器片515点のほか、須恵器片 2点、ガラス小玉 。すり石・台石が各 1点、貼 り床内

から土師器片70点が出土しているが、図化できたのは僅かである。主として4世紀前半頃で、須恵

器は混入と思われる。

SA-77(第 190図 )

XⅢ区の北端部、78号住居を切る、2.6m四

方と推定される方形住居である。覆土は 5～

13cm遺存し、30cm程の削失が推定される。西

側底面には、幅56cmの段 (高さ4 cm)がある。

中央には、口縁部を打ち欠いた甑 (1755)を

使用した土器埋設炉がある。主柱穴は無く、

南辺部は、風倒木痕まで掘り込んでしまった

ために遺構が消失した。

覆土から、潰れた甕 (1756)の ほか土師器

片132点 と須恵器の杯身 1点 (1761)が出土

しているが、図化できたのは僅かである。 6

世紀後半である。
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0

孝

ユa:暗灰褐色十淡黒褐色土 (混Ⅳ層塊～粗細粒やや多い)
b:同上
2:Ⅳ層塊～粗粒十Ⅵ十Ⅲ・V層 (上面はやや硬化)

第191図  SA―フ8 遺構実測図
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1:暗灰色十暗灰掲色土 (混Ⅳ層粗細粒少量)

第192図  SA-79 遺構実測図

H=250.60M
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